
地域連携推進会議議事録 

 

開催日時：令和８年 7 月１１日（土）１０：００～１２：００ 

開催場所：生活介護事業所フェニックス 食堂 

対象事業所：障害者支援施設フェニックス 

      グループホーム東山・小町の里 

参加者：                      ＊事業所職員以外の個人名については非公開 

参 加 区 分 役 職 等 参加者 

地域の関係者 小野地区自治会長 １名 

福祉に知見のある人 他障害福祉サービス事業所職員 １名 

利用者 障害者支援施設フェニックス ２名 

グループホーム東山・小町の里 ２名 

利用者家族 障害者支援施設フェニックス ３名 

グループホーム東山・小町の里 ４名 

職員 社会福祉法人暁会 事務長 小川 勝 

障害者支援施設フェニックス 副施設長 藤岡 正利 

障害者支援施設フェニックス サビ管 林 隆浩 

グループホーム東山・小町の里 サビ管 小川 将司 

生活介護事業所フェニックス サビ管 村田 沙由里 

議事内容： 

 １．開会あいさつ 

社会福祉法人暁会本部事務局長小川より開会のあいさつ 

 

２．参加者自己紹介 

参加者それぞれが自己紹介 

 

 ３．地域連携推進会議について 

障害者支援施設フェニックス副施設長藤岡より説明（別紙参照） 

 

４．各事業所の概要について 

  障害者支援施設フェニックス サービス管理責任者林より説明（別紙参照） 

  グループホーム東山・小町の里 サービス管理責任者小川より説明（別紙参照） 

 

  （質問及び回答） 

①障害者支援施設で地域移行等希望調査の結果、現段階で２１名の聞き取りを行い、地域移行希望者

がゼロとのことであったが、現状の生活に満足しているから移行を希望していないのか？それとも選

択肢として地域生活のイメージができないからなのか？そもそも意思表出が難しいのか？いろいろな



理由が想定されるが、施設側としてはどのように捉えているのか教えて欲しい。（福祉に知見のある人） 

 ⇒満足しているからというように施設としては判断していない。地域移行後の暮らしをイメージす

ることや、体験や経験を通じて更に比較対象が増えるような支援を行っていきたい。また、意思表出が

困難な利用者も多いため、本人のベストインタレストも家族や関係機関と共有していきたい。 

（障害者支援施設フェニックス サービス管理責任者：林 

 

５．BCP 及び想定される自然災害について 近隣からの苦情について 

  障害者支援施設フェニックス副施設長藤岡より説明（別紙参照） 

 

６．施設見学 

障害者支援施設フェニックスを見学後、グループホーム東山・小町の里を見学 

 

７．意見交換 

発言者 内容 

利用者家族 いろいろな説明が聞けてよかった 

利用者家族 今後もこういう会議を継続的に行っていってほしい 

利用者家族 災害時の話も聞けて良かった。 

現在の本人の身体状況で自宅での生活は難しい。ＧＨでの生活を継続してほしい 

自治会長 こういう会議を通じてお互いが知る機会になり良いと思う 

福祉に知見のあ

る方 

他事業所の運営推進会議にも参加している。会議を通じで地域と連携を深めた事例

もある。地域の消防団との合同訓練や地域行事への参加、また施設行事への地域住

民の皆様の参加等を通じで連携するためにもこの会議は貴重だと思う。 

利用者家族 こういう会議を重ねていくことが大切だと思う。 

今日の話を聞いてより安心でいた。 

利用者家族 会議に参加できて施設内の生活や職員の様子を知れてよかった。要望としては行事

等があった時の写真などを家族に送ってくれると嬉しい。これまで主介護者であっ

た母親（現在は要介護状態）にも見せることができるため。 

利用者 ・良かったと思う 

・ためになる話もあった 

・これからもよろしくお願いしたい 

 

事業所側より 

 本日いただいたご意見も参考にしながら、地域や家族との連携を更に深め、利用者の皆様の豊かな暮

らしにつなげていきたい。またこういう場でなくても事業所に対する要望や疑問等あれば遠慮すること

なくサービス管理責任者に伝えていただきたい。家族との連携は極めて重要なため普段からコミュニケ

ーションを密にとりたいと思っている。（藤岡） 


